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晴 

釣 

雨 

読 (

せ
い
ち
ょ
う
う
ど
く) 

今
年
６
月
、
日
本
各
地
で
４
０
度
越
え
の
熱
波

に
見
舞
わ
れ
、
世
界
各
地
で
も
極
端
な
高
温
を
記

録
し
多
く
の
死
者
が
出
て
い
る
。
専
門
家
は
「
人

間
が
起
こ
し
た
地
球
温
暖
化
が
熱
波
を
激
し
く

し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
▼
わ
れ
わ
れ
人
類
は
、

大
気
に
大
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
送
り
込
ん
だ
。

ま
る
で
ア
ス
リ
ー
ト
の
能
力
を
高
め
る
ド
ー
ピ
ン

グ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
、
世
界
気
象
機
関

(W
M

O
)

は
、
記
者
会
見
で
地
球
温
暖
化
が
熱
波

の
強
度
や
頻
度
を
増
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
し

た
。
▼
熱
波
は
陸
上
だ
け
で
な
く
海
に
も
存
在
す

る
こ
と
が
分
か
っ
て
、
サ
ン
ゴ
礁
や
藻
場
の
生
態

系
に
悪
影
響
を
与
え
、
食
料
危
機
の
一
因
に
も
な

る
と
懸
念
さ
れ
る
。
▼
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
招
く
中
で
、
危
機
に
対

応
し
つ
つ
も
脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
、
今
起
き
て

い
る
熱
波
や
気
象
災
害
を
き
っ
か
け
に
、
温
暖
化

対
策
の
認
識
を
高
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
▼
地
球

は
過
去
１
３
０
０
年
で
最
も
暖
か
く
な
っ
て
い
て
、

国
内
で
は
異
常
高
温
や
大
雨
、
干
ば
つ
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
気
候
変
化
の
影
響
が
出
て
、
自
然
界
や

生
態
系
に
既
に
現
れ
て
い
る
。
▼
そ
の
生
物
の
１

つ
に
、
世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
を
源
流
に
持
つ

赤
石
川
の
清
流
が
育
ん
だ
「
金
（
き
ん
）
ア
ユ
」
も
犠

牲
者
だ
。
▼
ア
ユ
は
、
河
口
で
産
卵
し
海
へ
下
り
、

海
で
冬
を
過
ご
し
、
翌
年
は
生
ま
れ
た
川
に
戻
り

遡
上
と
と
も
に
成
長
し
、
秋
に
は
河
口
へ
下
り
産

卵
を
終
え
１
年
で
一
生
を
終
え
る
魚
で
あ
る
こ
と

か
ら
別
名
「
年
魚
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
▼
成
長

し
成
魚
に
な
る
と
、
川
底
の
石
に
つ
く
藻
を
主
な

餌
と
す
る
こ
と
で
独
特
の
香
り
が
つ
く
こ
と
か
ら

「
香
魚
」
と
も
言
わ
れ
、
塩
焼
き
が
最
も
美
味
し
い

と
言
わ
れ
る
。
▼
長
い
歴
史
と
共
に
地
球
上
に
生

き
続
け
て
来
た
赤
石
川
の
「
金
ア
ユ
」
は
古
代
の
遺

産
で
あ
り
、
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
地

球
温
暖
化
対
策
」
は
政
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
達

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
で
欲
し
い

と
願
う
の
は
、
ア
ン
グ
ラ
ー
（
釣
り
人
）
だ
け
だ
ろ

う
か
。  
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広域支部結成めざして 
第２回幹部会議を開く 

 

 １０月２２日(土)に、建交労東北ダンプ支部(仮称)の結成をめざして

います。4 月の幹部会議に続き、２回目の開催となりましたが、会場

は、結成大会の下見も兼ねて、福島県飯坂温泉「ホテル大鳥」でした。 

 今回は中央本部の広瀬書記長も参加したことから、全国の組織の活

動状況や、支部を広域化した場合の展望などについても、挨拶を兼ね

た発言がありました。 

 

 各県の担当者が分担した、規約案や予算案、大会日程案などについ

て、様々な角度から討論を行ないました。ひとつの大きな課題は、当日

の代議員がきちんと参加をして、張りのある正確なスタートを切れるか

という事です。 

 

 代議員は８月の現勢に対して１０人に１人の代議員を出すことが確認

されました。予算案は、当面の人件費等は旧支部の責任とするため、

広域支部の年間収入を１０００万円として、これに見合った支出を組む

ことにしました。広域支部として本格的な活動を展開するためには、年

間７千万円程度の収入が必要ですが、早期に実現する展望について

も議論を深めました。 

 

 広域支部を結成する目的は、既に機関紙でも報告している様に、現

場で働くダンプ労働者、建設労働者の年収を増やす闘いを、東北が一

丸となって取り組むことです。経済的な闘争の現状は、独自に運動を

展開している組織は相当の到達点を築いているものの、そうでない組

織は大きく遅れています。 

  

同じ全国ダンプ部会に結集しているのに、年収で３００万円も差が出る

のは異常な事態です。経済闘争が弱ければ、組織の拡大どころか衰退

につながって行きます。東北ダンプは、全国的にも前例のない大きな闘

いに挑戦しようとしています。 

 

建交労東北ダンプ支部結成大会(予定) 

   日 時   2022年 10月 22日(土)   

          13:00～ 各支部臨時大会(広域支部移行確認) 

                 ※事前に開催されていれば、省略します。 

           14:00～ 東北ダンプ支部結成大会 

           16:30～ 広域支部結成記念・団結懇親会 

   会  場   福島市飯坂温泉・ホテル「大鳥」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身勝手な首切りを許さないぞ 
東北サンド…建交労の仲間がビラ配布 

 

お盆明けの８月１８日、仙台市の勾当台公園前でビラ配布をしました。当日は当事者で

ある遠藤さんをふくめ東北の建交労の仲間５名が集まり、ビラ配布による市民の訴えを

行いました。（ビラはウラ面に印刷、下の写真の左側はビラをわたす遠藤さん） 

あいにくの雨で傘をさす人が多く、渡しづらい状況のためビラが思うように配布されま

せんでしたが、少しでも多く仙台市民に訴えるために太平洋セメントの支店がある近辺

へもポストインをしました。 

 そのあと専従者３名で東北サンドのある大和町へ向かい、近隣住民に知ってもらうた

め鶴巣小学校の辺りを中心に１軒１軒ポストイン。勾当台公園前もふくめ全部で３００枚

程度を配布しました。 

 引き続き不当解雇撤回をもとめて運動を進めていきます。 

 

 

金アユ：体が金色を帯びた鮎。 香りが高く、味が良いと言われる。赤石川上流には、かこう岩が多くその岩に黄鉄鉱が大量に含まれ成分がアユに吸収され、背や腹部が金色になると言われている。 

白河以北一山百文 
 ８月２３日毎日新聞の「余録」に「岩手出身の平民宰相、原敬は『一山』と号し、落款

印に『一山百文』と刻んだ。戊辰戦争時に新政府軍が東北を蔑視して使ったとされる

『白河以北一山百文』をあえて用いた。藩閥政治を嫌った反骨精神の表れだった」とあ

りました。 

 かつて、サントリーの佐治会長(故人)は首都機能移転を巡って、「東北は熊襲(蝦夷

の間違い)の産地」と発言して、大規模な不買運動を起こされました。 

 仙台育英高校が全国大会で優勝して、高校野球史上初めて白河の関を越えました。

かつては、甲子園の組み合わせ抽選会で、対戦相手が東北の高校だと分かると、相手

校は小躍りして喜んだとも。 

 大都市の東京や大阪から見ると、東北は低く見られるというのは、令和の今も、私が

時々感じる事です。(不必要な対立を煽る訳ではないが)  

 仙台育英高校にあやかって、私たちも優勝したいものです。私たちの優勝とは、広域

支部を結成して、全国に先駆けた成果を上げ続ける事です。 

因（ちな）みに、百文は 7円だそうです。 



  
ことばのミニ事典…統 一 協 会 
 文鮮明（１９２０～２０１２）が１９５４年に韓国で創設した世界基督

教統一神霊協会。略称は統一協会。後にキリスト教会系を装うた

め「統一教会」を使い、各メディアにもこの表記を求めるようになっ

た。統一協会は１９５８年に日本に入り、１９64 年に宗教法人に認証

される。１９７０～９０年代、正体を隠した勧誘、霊感商法、高額献

金、集団結婚式などが社会問題になり、カルト（反社会的な宗教団

体）として知れ渡るようになる。１９９７年、世界平和統一家庭連合に

改称。日本の文化庁は名称変更申請を拒み続けたが２０１５年、安

倍政権下の下村博文文科相のとき認証した。 

 統一協会は１９６８年、韓国の朴正熙政権の庇護（ひご）の下、政

治団体の国際勝共連合を設立し同年、日本にも右翼の笹川良一、

岸信介元首相らとともに設立。共産主義壊滅をめざす勝共連合は

自民党の選挙運動や国会議員秘書に統一協会信者を送り込むよ

うになる。 

日本での霊感商法などで収奪した 

資金（毎年数百億円が日本から韓国 

に）が政界工作にも使われ、多くの違 

法行為の摘発を免れてきた。政治家 

の集会での祝辞等は信者へのお墨付 

きとなった。 

 

 

 

 


